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地殻変動
コンビーナ:落 唯史(国立研究開発法人産業技術総合研究所　地質調査総合センター　活断層・火山研究部門)、大
園 真子(北海道大学大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター)
2018年5月20日(日) 17:15 〜 18:30  ポスター会場 (幕張メッセ国際展示場 7ホール)
地球のダイナミクスに関する研究テーマには，地震・火山・プレート運動といった様々な時空間スケールのもの
があるが，地殻変動の情報はどの研究テーマに対しても重要な役割を果たしている．本セッションでは現象の理
解を進めることを目的として，地殻変動に関連のある話題を幅広く議論する．実際に観測された地殻変動の解釈
や観測機器の開発といった観測面からの研究のみならず，解析手法の開発やシミュレーションなど理論面からの
研究も歓迎する．
 

 

火山監視を目的とした GNSSデータの webツールの構築
*木村 一洋1 (1.気象庁地震火山部火山課)
キーワード：GNSS
 
気象庁では、2017年8月に火山監視を目的とした火山監視情報システム（以降、 VOIS）を更新し、 GNSSデータ
の解析もこの新しい VOISで行うようになった。従来の GNSSデータ解析システムでは2点間の基線長及び比高
データを蓄積してきたため、保存されていなかった2点間のデータを容易に用いることが困難であった。気象庁で
は解析した GNSSデータの蓄積方法を見直し、国土地理院が公開している日座標値（ F3）に類似した各観測点の
座標値データを蓄積するようになった。この蓄積方法の見直しによって、任意の2点間の基線長及び比高、任意の
観測点を基準としたそれぞれの観測点の3成分の変位データ（南北、東西、上下）を用いることができるように
なった。 
 
気象庁では、この GNSSの座標値データを用いて複数の時系列グラフを表示できる火山監視を目的とした
webツールを開発した。具体的には、以下の４つの方法でのグラフ表示が可能である。 
・固定点を設定しないそれぞれの観測点の3成分変位データ（南北、東西、上下） 
・任意の観測点を基準としたそれぞれの観測点の3成分の変位データ（南北、東西、上下） 
・任意の観測点を基準としたそれぞれの観測点の基線長、水平距離、比高データ 
・任意の2点間の基線長、比高データ、任意の3点間の面積ひずみデータ、複数の基線長データを足し合わせたス
タッキングデータ 
本発表では、この webツールの紹介を行うとともに、幾つかの地殻変動現象について報告する。


